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当
協
会
は
５
月
28
日
、福
島
市
の
協
会

会
議
室
で
第
70
回
定
時
総
会
を
開
き
、令

和
２
年
度
の
協
会
活
動
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感

染
症
に
伴
う
制
約
等
に
的
確
に
対
応
し

な
が
ら
、技
術
・
技
能
の
伝
承
や
適
正
で

合
理
的
な
工
事
環
境
確
保
、分
離
発
注
の

推
進
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、電
気
の

安
定
供
給
を
担
う「
県
民
に
信
頼
さ
れ
る

技
術
集
団
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。県
土
木
部
と
の
要
望
・
意
見
交
換

会
、県
営
繕
担
当
者
と
の
合
同
研
修
会
、

働
き
方
改
革
に
注
力
す
る
。

新
年
度
に
当
た
り
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、令
和
２
年
度
は

大
変
な「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
」と
と
も
に
始

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
大

流
行
の
中
で
、現
段
階
で
は
、

日
本
は
他
国
の
よ
う
な
爆
発

的
な
感
染
拡
大
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、感
染
の
ピ
ー
ク
も

超
え
た
か
に
見
え
、全
国
の

緊
急
事
態
宣
言
も
徐
々
に
解

除
さ
れ
、様
々
な
規
制
も
緩

和
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、決
し
て
予
断
を
許
す

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
打
撃
の
サ
ー
ビ
ス
業
ほ

ど
で
は
な
い
に
し
て
も
建
設

業
界
に
も
様
々
な
影
響
が
出

て
お
り
、国
・
県
か
ら
の
対
応

策
や
支
援
策
も
出
て
お
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
も
長
期
化
の
様
相
を
呈
し

て
お
り
ま
す
。建
設
業
界
に

対
す
る
今
後
の
影
響
も
全
く

予
測
で
き
な
い
事
態
の
中

で
、今
は
情
報
を
し
っ
か
り

収
集
し
て
、常
に
先
を
読
み

な
が
ら
で
き
る
対
策
を
確
実

実
行
し
、状
況
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
な
が
ら
手
探
り

で
も
常
に
早
め
早
め
の
対
応

を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、「
令
和
」と
い
う

新
元
号
の
新
た
な
時
代
を
迎

え
る
中
で
、
10
月
に
復
興
途

上
の
福
島
県
を
襲
っ
た
台
風

19
号
は
大
震
災
以
来
の
重
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年

目
と
な
り
ま
す
が
、被
災
地

の
支
援
を
強
化
す
る「
復
興
・

創
生
期
間
」（
平
成
28
～
令
和

２
年
度
）も
最
終
年
度
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

福
島
県
も
当
初
予
算
に
前

年
度
比
で
１
８
５
億
円
減
の

１
兆
４
４
１
８
億
円
余
、
う

ち
土
木
部
予
算
は
前
年
度
比

12
・
４
％
増
の
３
１
４
９
億

円
余
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。復
興
創
生
事
業
が
減
少

す
る
中
で
、台
風
被
害
に
対

す
る
復
旧
予
算
も
含
め
公
共

事
業
費
が
前
年
度
比
１
・
７

倍
の
大
き
な
伸
び
を
見
せ
て

お
り
ま
す
が
、災
害
復
旧
等

事
業
の
増
加
は
あ
る
も
の

の
、復
興
創
生
事
業
の
減
少

と
と
も
に
今
後
の
公
共
投
資

の
漸
減
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、民
間
投
資
を
含
む

社
会
経
済
情
勢
は
、企
業
収

益
が
改
善
を
続
け
増
加
基
調

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
に

よ
り
大
き
な
民
間
需
要
収
縮

が
あ
り
、経
済
の
停
滞
が
長

期
化
し
た
場
合
は
民
間
企
業

の
設
備
投
資
が
ま
す
ま
す
凍

結
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、全
く
先
が
読
め
な
い
状

況
に
よ
り
建
設
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
よ
り
厳
し
い
も

の
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、社
会
の
趨
勢（
す

う
せ
い
）
と
し
て
、
人
口
減

少
・
高
齢
化
社
会
の
進
展
に

よ
り
、建
設
業
界
で
は
他
産

業
を
上
回
る
高
齢
化
と
若
年

入
職
者
の
減
少
に
よ
り
人
材

不
足
が
顕
在
化
す
る
中
、魅

力
あ
る
電
設
業
界
に
向
け
て

将
来
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
に
も「
働
き
方
改
革
」が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。先
般
の「
新
担
い
手
三

法
」も
踏
ま
え
①
適
正
工
期

の
設
定
・
施
工
時
期
の
平
準

化
・
週
休
２
日
の
推
進
②
社

会
保
険
費
の
確
保
③
新
技
術

活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

④
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制

度
の
普
及
⑤
人
材
確
保
や
人

材
育
成
等
へ
の
対
応
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
５
月

28
日
に
第
70
回
定
時
総
会
を

少
人
数
に
絞
っ
た
出
席
者
の

中
で
開
催
し
ま
し
た
が
、今

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
題
の
制
約
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
実
績
も
踏
ま

え
、個
々
の
事
業
を
さ
ら
に

磨
き
な
が
ら
、変
化
す
る
経

営
環
境
に
適
切
に
対
応
し
な

が
ら
、新
た
な
ニ
ー
ズ
も
把

握
し
て
実
施
事
業
に
反
映
し

て
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
面
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
問
題
を
し
っ
か
り
乗

り
切
っ
た
上
で
、厳
し
さ
を

増
す
経
営
環
境
の
中
で
す

が
、環
境
対
策
な
ど
の
社
会

的
要
請
も
応
え
な
が
ら
、関

係
団
体
と
の
連
携
の
下
に
、

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、世

代
交
代
に
よ
る
技
術
者
・
技

能
者
間
の
伝
承
と
育
成
、適

正
で
合
理
的
な
受
発
注
や
工

事
環
境
の
確
保
、分
離
発
注

の
一
層
の
推
進
な
ど
の
諸
課

題
に
対
応
し
、県
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
の
安
定

供
給
に
向
け
て「
県
民
に
信

頼
さ
れ
る
技
術
集
団
」と
な

る
よ
う
常
に
技
術
力
の
研
鑽

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一般社団法人 福島県電設業協会

会長　大槻　博太

県との連携、働き方改革に注力

新
た
な
ニ
ー
ズ
、事
業
に
反
映

新
た
な
ニ
ー
ズ
、事
業
に
反
映

県
民
に
信
頼
さ
れ
る
技
術
集
団
へ

総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
人
数
を
最
小
限
に
抑
え
て

開
催
し
た
。大
槻
博
太
会
長
、

永
井
博
、小
宅
武
両
副
会
長
、

野
内
忠
宏
専
務
理
事
が
出

席
。残
り
全
会
員
か
ら
委
任

状
の
提
出
を
受
け
た
。令
和

元
年
度
事
業
・
収
支
決
算
報

告
案
を
審
議
承
認
し
、令
和

２
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
を
確
認
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
実
績
等
を
踏
ま
え
、個
々

の
事
業
に
磨
き
を
か
け
る
と

と
も
に
、変
化
す
る
経
営
環

境
に
対
応
す
る
新
た
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
事
業
に
反
映

さ
せ
て
い
く
。事
業
は
引
き

続
き
、「
総
務
」「
技
術
・
安
全
」

「
広
報
」の
各
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
。

経
営
・
適
正
発
注
対
策
で

は
、要
望
活
動
や
意
見
交
換

を
通
し
、県
土
木
部
に
対
し

て
発
注
の
平
準
化
や
分
離
発

注
の
推
進
、入
札
制
度
改
革

な
ど
を
訴
え
る
。要
望
等
は

総
合
設
備
協
会
の
枠
組
み
で

行
う
。働
き
方
改
革
に
関
す

る
事
業
や
、建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に

も
重
点
を
置
く
。

研
修
関
係
で
は
、県
営
繕

設
備
担
当
者
と
の
意
見
交
換

会
を
発
展
さ
せ
た
合
同
技
術

研
修
会
を
開
催
す
る
。官
民

の
技
術
者
が
交
流
し
互
い
の

技
術
力
を
高
め
合
う
内
容
を

想
定
し
て
お
り
、今
後
具
体

を
詰
め
る
。「
１
級
電
気
通
信

工
事
施
工
管
理
技
士
」取
得

に
向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制

度
勉
強
会
も
検
討
す
る
。総

合
設
備
協
会
が
主
催
す
る
安

全
大
会
・
技
術
研
修
会
は
７

月
17
日
を
予
定
。新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
を
み
な
が
ら

開
催
を
判
断
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

事
業
は
、会
員
企
業
の
担
い

手
確
保
の
観
点
か
ら
、学
校

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
効
果

的
な
事
業
展
開
を
目
指
す
。

総
会
に
合
わ
せ
て
、令
和

元
年
度
県
優
良
建
設
工
事
表

彰
を
受
賞
し
た「
都
市
公
園

（
高
転
）工
事（
太
陽
光
）あ
づ

ま
総
合
運
動
公
園
」の
現
場

代
理
人
を
務
め
た
大
槻
電
設

工
業
の
清
野
聖
氏
を
表
彰
し

た
。賞
状
等
は
会
社
を
通
し

て
伝
達
し
た
。

 正副会長で開催した第70回定時総会  

第70回定時総会
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インターンシップ 
支 援 事 業

９
校
106
人
が
体
験
学
習

令
和
元
年
度
実
績 

延
べ
40
社
で
指
導
協
力

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字太郎殿前47番
　                                              久保田共栄ビル
                 ＴＥＬ 024-941-5030  ＦＡＸ 024-941-5035

白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385㈹
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136㈹
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455㈹
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298㈹
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081㈹
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480㈹
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660㈹
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585㈹
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105㈹
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234㈹
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700㈹
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181㈹
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111㈹
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122㈹

山形・茨城・栃木・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　61カ所
住設建材営業所25カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

インターンシップ支援事業 令和元年度実績

支部 実施日
県立高校・専
門校（電気科）

受入数 
(学年)

受入会員

福島

9/3～5
県立二本松工
業高校

6人 
(2年生)

大槻電設工業㈱(2人)、㈱須南電設(2人)、㈱電工社(2人)

令和2年 
2/5～6

学校法人松韻
学園福島高校

3人 
(2年生)

㈱電工社(3人)

郡山 7/9～11
県立郡山北工
業高校

16人 
(2年生)

高柳電設工業㈱(3人)、郡山電工㈱(2人)、東新電気工業㈱(1人)、㈱ニイダテッ
ク(1人)、太陽電設㈱(1人)、三友電設㈱(3人)、岡部電設㈱(2人)、中野電工㈱(2
人)、㈱三浦電設(1人)

白河 6/10～14
県立白河実業
高校

4人 
(2年生)

東陽電気工事㈱(2人)、車田電気工業㈱(1人)、㈱浅川電設(1人)

いわき 10/23～25
県立勿来工業
高校

38人 
(2年生)

常盤電設産業㈱(5人)、大和電設工業㈱(4人)、三浦電気工事㈱(4人)、いわき電
気工業㈱(4人)、クレハ電機㈱(5人)、㈱ジェイ・ケイ・リアルタイム(4人)、宮
野電気興業㈱(2人)、嵐電気工事㈱(5人)、岩電機工事㈱(5人)

会津

8/27～29
県立テクノア
カデミー会津

7人 
(1年生)

㈱会津電気工事(1人)、㈱目黒工業商会(3人)、㈱佐藤電設(3人)

10/8～10
県立会津工業
高校

23人 
(2年生)

㈱富士工業商会(2人)、㈱会津電気工事(4人)、㈲千葉電機商会(2人)、㈱目黒工
業商会(3人)、㈱萩生田電設(3人)、㈱佐藤電設(5人)、㈱和泉電機(2人)、㈱森
口電気商会(2人)

11/12～14
県立喜多方桐
桜高校

3人 
(2年生)

㈱佐藤電設(3人)

相双 12/3～5
県立小高産業
技術高校

6人 
(2年生)

旭電設工業㈱(2人)、旭電気工事㈱(1人)、光洋電設㈱(3人)

　

県
土
木
部
は
、令
和
元
年

東
日
本
台
風
で
、被
災
個
所

の
応
急
対
応
等
を
行
っ
た
建

設
会
社
等
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。会
員
企
業
で
は
大
槻

電
設
工
業
、広
栄
電
設
、須
南

電
設
、三
浦
電
気
工
事
、大
和

電
設
工
業
、
い
わ
き
電
気
工

業
が
受
賞
し
た
。

　

当
協
会
は
同
部
と「
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
お
り
、会
員
企
業

６
社
は
協
定
に
基
づ
き
、建

築
電
気
設
備
の
点
検
調
査
、

応
急
対
応
に
当
た
っ
た
。

　

福
島
支
部
の
３
社
は
台
風

に
よ
る
浸
水
被
害
で
水
没
し

た
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
調

査
を
担
当
。大
槻
電
設
工
業

が
管
理
棟
な
ど
12
棟
、広
栄

　

令
和
元
年
度
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ（
職
業
体
験
学
習
）

支
援
事
業
は
、電
気
関
係
学

科
を
設
け
る
県
立
高
校
・
高

等
技
術
専
門
校
計
９
校
か
ら

１
０
６
人
の
生
徒
が
参
加
し

た
。受
入
会
員
企
業
は
延
べ

40
社
。各
社
が
工
夫
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、生
徒

に
電
気
設
備
工
事
業
の
や
り

が
い
、仕
事
の
厳
し
さ
な
ど

を
伝
え
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
会

津
支
部
で
平
成
８
年
度
か

ら
、
い
わ
き
支
部
で
16
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
た
が
、協

会
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移

行
を
機
に
公
益
活
動
の
一
環

と
し
て
全
県
下
に
拡
大
。
25

年
度
に
支
部
の
活
動
を
支
援

修
会（
仮
称
）の
開
催
◆
証
明

書
の
発
行
＝
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
に

係
る
証
明
書
の
随
時
発
行

　

 【
広
報
委
員
会
】  

◆
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
の

実
施
・
拡
充
◆「
電
気
屋
さ
ん

の
女
性
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」の

開
催
◆
道
路
美
化
清
掃
運

動
、道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
運

動
、
河
川
愛

護
活
動（
河

川
清
掃
）
等

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
参
加
◆
機
関
紙

「
電
設
新
聞
」の
発
行（
年
６

回
）◆
会
員
名
簿
の
発
行
◆

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新

◆
業
務
用
図
書
の
斡
旋
、資

格
取
得
に
係
る
各
種
試
験
の

広
報
◆
賛
助
会
員
の
親
睦
事

業
の
企
画
・
運
営
▽
会
員
親

善
ゴ
ル
フ
大
会
▽
会
員
研
修

旅
行（
隔
年
）

技
術
力
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
▽
会
員
企
業
の
技
術
力

向
上
を
図
る
た
め
の
新
技
術

各
種
研
修
・
講
習
会
▽
県
電

設
業
協
会
継
続
教
育
事
業

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）へ
の
取
り
組
み
と

新
た
な
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
検
討

▽「
電
気
工
事
施
工
管
理
技

士
」取
得
に
向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強
会（
施
工

管
理
検
定
試
験
対
策
）の
開

催
お
よ
び「
１
級
電
気
通
信

工
事
施
工
管
理
技
士
」取
得

へ
向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制

度
勉
強
会
開
催
の
検
討
▽
県

総
合
設
備
協
会
と
の
連
携
活

動
と
し
て
安
全
大
会
・
技
術

研
修
会
を
実
施
▽
県
営
繕
設

備
担
当
者
と
の
合
同
技
術
研

換
」「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
普
及
」「
働
き
方

改
革
」の
取
り
組
み
に
注
力

◆
公
正
か
つ
適
正
な
事
業
活

動
の
促
進
＝
電
気
設
備
工
事

業
の
健
全
な
発
展
を
目
指
し

て
策
定
し
た「
会
員
行
動
目

標
」に
の
っ
と
り
、公
正
か
つ

適
正
な
事
業
活
動
を
推
進
す

る
◆
災
害
協
定
に
基
づ
く
証

明
書
の
発
行
▽
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
＝
災
害
時

に
お
け
る
東
北
地
方
整
備
局

所
管（
電
気
・
通
信
）施
設
の

災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す

る
協
定
▽
県
土
木
部
＝
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
の
応
援
に
関
す
る
協
定

　

 【
技
術
・
安
全
委
員
会
】  ◆

　

当
協
会
の
令
和
２
年
度
主

要
事
業
計
画
は
次
の
通
り
。

　

 【
総
務
委
員
会
】  ◆
経
営
に

関
す
る
事
項
お
よ
び
適
正
発

注
対
策
▽
行
政
機
関
へ
の
発

注
の
平
準
化
の
要
望
活
動
▽

分
離
発
注
の
推
進
お
よ
び
地

元
企
業
活
用
の
要
望
活
動
▽

公
共
工
事
の
入
札
制
度
改
革

に
係
る
要
望

活
動
▽
各
行

政
機
関
と
の

意
見
交
換
の

実
施
▽
災
害
協
定
に
基
づ
く

災
害
対
応
の
訓
練
の
実
施
▽

企
業
経
営
に
関
す
る
講
演
・

講
習
会
お
よ
び
経
営
基
盤
強

化
の
調
査
研
究
▽
日
本
電
設

工
業
協
会
、県
建
設
産
業
団

体
連
合
会
と
の
連
携
し
た
活

動
▽
県
総
合
設
備
協
会
と
の

連
携
し
た
活
動
※
特
に「
県

土
木
部
と
の
要
望
や
意
見
交

南
電
設
が
第
２
ス
ク
リ
ー
ン

ポ
ン
プ
棟
を
点
検
し
た
。

　

い
わ
き
支
部
の
３
社
は
被

災
し
た
県
営
住
宅
の
応
急
対

策
を
行
っ
た
。

　

東
日
本
台
風
で
は
県
内
各

地
の
公
共
土
木
施
設
等
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
。建
設
企

業
等
３
４
７
社
が
昼
夜
を
問

わ
ず
応
急
復
旧
作
業
な
ど
に

当
た
り
、被
害
の
拡
大
防
止
、

早
期
復
旧
に
努
め
た
。感
謝

状
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、贈

呈
式
を
行
わ
ず
各
社
に
送
付

さ
れ
た
。

令
和
２
年
度
事
業
計
画

令
和
２
年
度
事
業
計
画

福

島

県 

電
設
業
協
会

す
る
助
成
金
制
度
を
創
設

し
、優
秀
な
人
材
の
継
続
確

保
の
観
点
か
ら
も
、協
会
の

重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
積

極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。

　

令
和
元
年
度
の
実
績
は

 〈
上
表
〉  の
通
り
。各
支
部
で

計
画
の
企
画
立
案
、学
校
と

受
入
会
員
企
業
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
行
い
、各
受
入
会

員
の
下
で
生
徒
が
社
会
人
と

し
て
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
、

電
設
業
の
補
助
的
業
務
な
ど

を
学
ぶ
。

　

主
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
朝

礼
へ
の
参
加
、就
業
規
則
等

の
説
明
、安
全
教
育
、Ｃ
Ａ
Ｄ

実
習
、
見
積
・
報
告
書
の
作

成
、現
場
研
修
な
ど
で
、受
入

先
の
社
員
ら
が
指
導
す
る
。

実
習
は
３
日
間（
午
前
８
時

半
～
午
後
４
時
）が
基
本
。

　

令
和
元
年
度
は
前
年
と
同

じ
９
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
協
力
し
た
。参
加
生
徒

は
２
人
、受
入
会
員
数
は
２

社
減
少
し
た
。参
加
生
徒
は

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
１
年

生
、高
校
は
す
べ
て
２
年
生
。

　

支
援
事
業
は
今
年
度
も
継

続
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、担
い
手
確

保
の
観
点
か
ら
効
果
的
な
事

業
展
開
を
検
討
す
る
。た
だ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
大
き
く
、実
施

は
流
動
的
。中
止
を
決
め
た

学
校
も
あ
る
。

電
設
が
第
２
送
風
機
棟
、須

県土木部

会
員
企
業
６
社
に
感
謝
状

東
日
本
台
風
の
災
害
対
応
で
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県建産連総会

副
会
長
に
大
槻
氏
再
任

課
題
対
応
へ

重
点
９
項
目　

千
葉
氏
が
功
労
者
表
彰

　

当
協
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
受
け
て
県
建
設
産
業
団

体
連
合
会
が
実
施
し
た
調
査

に
伴
い
、会
員
企
業
の
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
と
将
来

的
に
懸
念
さ
れ
る
課
題
等
を

ま
と
め
た
。資
機
材
の
納
期

遅
れ
な
ど
か
ら
工
事
遅
延
や

民
間
物
件
の
延
期
・
中
止
な

ど
の
影
響
が
出
て
お
り
、感

染
長
期
化
に
伴
う
経
営
の
悪

化
を
危
惧
。発
注
者
に
対
し

て
工
事
一
時
中
止
時
の
柔
軟

な
対
応
、感
染
防
止
対
策
に

か
か
る
現
場
経
費
の
上
積
み

な
ど
を
求
め
た
。業
界
全
体

の
課
題
に
は
感
染
者
発
生
時

の
統
一
的
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
や
感
染
防
止
対
策
備

品
の
共
同
購
入
な
ど
が
挙

が
っ
た
。

　

４
月
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
と
し
て
は
、資
材
の

入
荷
や
分
離
発
注
に
お
け
る

他
工
事
の
遅
れ
、
コ
ロ
ナ
問

題
に
敏
感
な
近
隣
住
民
な
ど

に
よ
り
工
程
等
に
遅
れ
が
発

生
。「
民
間
工
事
が
延
期
・
中

止
に
な
り
受
注
量
に
影
響
が

出
始
め
て
い
る
」「
メ
ー
カ
ー

の
営
業
自
粛
で
見
積
書
提
出

が
停
滞
」
な
ど
の
報
告
も

あ
っ
た
。マ
ス
ク
、消
毒
液
な

ど
の
入
手
を
は
じ
め
感
染
予

防
対
策
に
苦
慮
す
る
姿
も
見

て
と
れ
た
。

　

将
来
的
に
は
作
業
員
な
ど

が
感
染
し
工
事
が
一
時
中
止

と
な
っ
た
場
合
の
工
程
遅
れ

や
作
業
員
不
足
を
心
配
す
る

声
が
多
く
、感
染
長
期
化
に

よ
る
受
注
量
減
少
、資
金
繰

り
悪
化
な
ど
の
懸
念
や
、感

染
防
止
に
関
す
る
社
員
教

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
県
建
産
連
）は
６
月
３
日
、

福
島
市
の
県
建
設
セ
ン
タ
ー

で
第
36
回
通
常
総
会 

＝
写
真

＝  

を
開
い
た
。役
員
改
選
が

行
わ
れ
、当
協
会
の
大
槻
博

太
会
長
が
副
会
長
に
再
任
さ

れ
た
ほ
か
、会
員
の
千
葉
衛

氏（
千
葉
電
機
商
会
）が
県
建

産
連
会
長
表
彰
を
受
け
た
。

　

総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と

し
て
規
模
を
縮
小
。正
・
副
会

長
等
の
み
出
席
し
、例
年
行

わ
れ
て
い
る
表
彰
式
は
取
り

や
め
た
。

　

小
野
利
廣
県
建
産
連
会
長

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
社
会
経
済

活
動
へ
の
影
響
を
懸
念
し

「
建
産
連
と
し
て
も〝
新
し
い

生
活
様
式
〟を
実
践
し
な
が

ら
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

維
持
・
管
理
な
ど
を
通
し
て

安
全
・
安
心
な
日
常
を
取
り

戻
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。震

災
復
旧
は
ほ
ぼ
完
成
し
た

が
、
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
や

防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
に

必
要
な
社
会
資
本
整
備
は
道

半
ば
だ
と
し
て「
危
機
管
理

産
業
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、県
民
の
安
全
を
守
る
使

命
を
果
た
し
て
い
く
」と
述

べ
た
。

　

県
建
産
連
で
は
今
年
度
、

公
共
事
業
の
確
保
や
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
の
適
正
化
、働

き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
９

項
目
の
重
点
事
業
を
推
進
す

る
。具
体
的
に
は
会
員
団
体

の
実
態
調
査
や
関
係
省
庁
、

県
議
会
等
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
う
ほ
か
、懇
談
会
や

専
門
工
事
業
部
会
で
適
正
な

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
、担
い

手
確
保
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
改
善
を
図
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
建
設
業

の
就
業
規
則
対
応
セ
ミ
ナ
ー

と
県
積
算
基
準
セ
ミ
ナ
ー
を

計
画
。就
業
規
則
セ
ミ
ナ
ー

は
、昨
年
の
働
き
方
改
革
セ

ミ
ナ
ー
に
続
き
企
画
し
た
も

の
で
、郡
山
市
で
秋
ご
ろ
開

く
予
定
。
積
算
基
準
セ
ミ

ナ
ー
も
同
時
期
の
開
催
を
目

指
し
て
い
る
。

　

毎
年
総
会
で
行
っ
て
い
た

功
労
者
等
の
会
長
表
彰
は
、

会
員
団
体
を
通
じ
て
受
賞
者

に
賞
状
、記
念
品
を
伝
達
し

た
。建
設
産
業
の
社
会
的
地

位
の
向
上
や
所
属
団
体
の
発

育
、風
評
被
害
を
不
安
視
す

る
声
も
目
立
っ
た
。

　

発
注
者
に
は
工
事
一
時
中

止
時
の
経
費
増
加
分
に
お
け

る
変
更
等
対
応
と
出
来
高
に

応
じ
た
速
や
か
な
概
算
払
い

や
、感
染
防
止
対
策
費
の
変

更
設
計
で
の
対
応
、休
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
賃

金
補
助
等
方
策
な
ど
の
要
望

が
出
た
。業
界
全
体
で
対
応

す
べ
き
事
項
と
し
て
は「
社

員
や
作
業
員
に
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
の
会
社
の
体

制
・
措
置
、工
事
現
場
で
実
施

可
能
な
作
業
等
、社
員
の
行

動
制
限
な
ど
に
つ
い
て
行
動

指
針
を
作
成
す
べ
き
」「
消
毒

液
や
マ
ス
ク
な
ど
の
確
保
や

共
同
購
入
を
検
討
す
べ
き
」

な
ど
が
あ
っ
た
。

展
に
功
績
の
あ
っ
た
会
員
団

体
の
役
員
等
、建
設
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、地
域
住

民
の
安
全
な
生
活
確
保
等
に

貢
献
し
た
従
業
員
を
表
彰
す

る
も
の
で
、今
年
度
は
20
人

が
受
賞
し
た
。

　

今
年
度
重
点
目
標
は
次
の

通
り
。

　

▽
復
興
・
創
生
期
間
事
業

へ
の
積
極
的
な
協
力
▽
県
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
、建
設

産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め

の
公
共
事
業
の
計
画
・
安
定

的
な
確
保
推
進
▽
品
確
法
等

に
準
拠
し
た
入
札
制
度
や
設

　

福
島
労
働
局
は
、令
和
２

年
度
労
働
保
険
料
等
の
申

告
・
納
付
期
限（
年
度
更
新
期

間
）
を
８
月

31
日
ま
で
延

長
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏

ま
え
た
対
応
。当
初
は
例
年

通
り
６
月
１
日
～
７
月
10
日

ま
で
を
予
定
し
て
い
た
。分

割
納
付
の
期
限
は
従
来
通

り
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
事
業
に
係
る
収
入
に
相

当
の
減
少
が
あ
っ
た
事
業
主

は
、特
例
に
よ
り
労
働
保
険

料
等
の
納
付
を
１
年
間
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
。納
期

限
ま
で
に
申
請

す
る
。

　

問
い
合
わ
せ

は
同
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室
適
用
第
二

係
☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６

０
７
。

計
積
算
の
推
進
▽
適
正
な
建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目

指
し
た
元
・
下
関
係
等
適
正

化
へ
の
推
進
▽
専
門
工
事
業

部
会
に
お
け
る
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
と
技
能
労
働
者
等

の
入
職
・
育
成
・
定
着
の
推
進

▽
技
能
労
働
者
等
の
入
職
・

育
成
・
定
着
に
関
す
る
調
査

研
究
▽
ⅰ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
ド
ロ
ー
ン

活
用
事
業
の
推
進
▽
建
産
連

構
成
団
体
の
相
互
理
解
・
連

携
の
推
進
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
の

支
援
・
協
力

協会のうごき協会のうごき

【４月】

　1日 •福島支部（例会）

　8日 •会津支部（支部会計監査）

　16日 •会計審査業務（1月～3月）

　23日 •令和元年度　監査／令和2年度　第1回理
事会（書面）

【５月】

　15日 •福島支部（役員会）

　28日 •第70回定時総会（委任状出席、会長・議
長・議事録署名人の最小限での開催）

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会（
建
災
防
）県
支
部
は
６
月

３
日
、福
島
市
の
県
建
設
セ

ン
タ
ー
で
第
56
回
通
常
総
会

 

＝
写
真
＝  

を
開
い
た
。今
年

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、死

亡
者
数
は
県
内
全
産
業
で
最

も
多
く
、県
支
部
で
は
死
亡

災
害
に
つ
な
が
り
や
す
い
墜

落
・
転
落
災
害
、
建
設
機
械
・

度
は
、三
大
災
害
の
撲
滅
を

重
点
に
県
内
建
設
業
の
労
働

災
害
対
策
を
徹
底
す
る
た

め
、支
部
と
分
会
、団
体
が
一

致
協
力
し
て
実
効
性
の
高
い

活
動
を
展
開
す
る
。県
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
は
７

月
28
日
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
規
模
を
縮
小
し
、長
谷

川
浩
一
支
部
長
と
大
槻
博
太

当
協
会
会
長
ら
副
支
部
長
等

の
み
で
開
催
し
た
。

　

建
設
業
の
労
働
災
害
は
減

ク
レ
ー
ン
等
災
害
、倒
壊
・
崩

壊
災
害
の
防
止
に
重
点
を
置

く
。通
常
の
安
全
活
動
に
加

え
、震
災
復
旧
復
興
工
事
労

災
防
止
福
島
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
建
設
工
事
現
場

な
ど
で
適
切
な
指
導
・
教
育

を
行
い
、新
規
入
場
者
を
含

め
た
現
場
従
事
者
等
の
安
全

水
準
を
向
上
さ
せ
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
今
年
度
重
点

事
業
は
①
支
部
、分
会
に
お

け
る
建
設
業
労
働
災
害
防
止

大
会
の
開
催
②
熱
中
症
予
防

対
策
の
徹
底
③
冬
季
に
お
け

る
交
通
安
全
の
確
保
、転
倒

災
害
の
防
止
④
工
事
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
⑤
各
種
安

全
衛
生
教
育
、技
能
講
習
の

実
施
―
な
ど
。財
政
改
善
検

討
委
員
会
で
支
部
の
健
全
経

営
の
在
り
方
も
協
議
す
る
。

建災防県支部

三
大
災
害
撲
滅
を
重
点

７
月
28
日
に
県
災
防
大
会

福島労働局

８
月
31
日
ま
で
延
長

申
告
・
納
付
期
限　

労
働
保
険
の
年
度
更
新

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧くださいTEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web

  ■購読会員ページの項目
□購読会員ニュース（速報版）□入札公告情報□完工高ランク
□建設予算□建設関係資料□発注見通し□住宅関係資料
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４
月
か
ら
幼
稚
園
年
長
さ

ん
の
娘
は
、緊
急
事
態
宣
言

と
と
も
に
休
園
に
な
り
１
カ

月
を
自
宅
で
過
ご
し
ま
し

た
。ど
こ
に
も
行
け
ず
、習
い

事
も
全
て
休
み
に
な
り
、
ど

う
し
よ
う
と
親
も
頭
を
悩
ま

せ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、会
社
の
み
ん
な

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、午

前
中
は
、会
社
に
一
緒
に
出

勤
し
、勉
強
や
遊
ぶ
こ
と
で

過
ご
し
、午
後
は
自
宅
に
戻

る
生
活
を
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
、接
点
の
な
い
年

齢
の
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
じ

ち
ゃ
ん
た
ち
と
も
お
話
が
で

き
、挨
拶
が
今
ま
で
以
上
に

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、新
し
い
遊
び
を

覚
え
た
り
、工
具
や
現
場
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

貴
重
な
１
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
社
も
一
緒
に
柔
軟
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
ま

た
社
員
と
そ
の
家
族
の
成
長

に
つ
な
が
る
の

を
身
に
染
み
て

感
じ
た
時
間
と

な
り
ま
し
た

（
東
陽
電
気
工

事
㈱
・
石
川
格

子
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
こ
の
時
期

に
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
各

種
団
体
等
の
総
会
が
軒
並
み

書
面
議
決
と
な
り
、懇
親
会

の
中
止
を
含
め
外
で
の
飲
食

の
機
会
も
激
減
し
、多
方
面

に
様
々
な
影
響
が
出
て
き
て

い
ま
す
。人
と
の
接
触
を
無

く
す
こ
と
で
、
お
互
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り

づ
ら
く
な
り
、「
新
し
い
生
活

様
式
」に
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

福
島
支
部
も
今
年
度
総
会

は
書
面
議
決
と
な
り
ま
し

た
。令
和
２
年
度
事
業
計
画

は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

例
年
実
施
さ
れ
て
い
た
事
業

の
中
止
や
実
施
内
容
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
９
月
に
二
本
松
工
業

高
校
情
報
シ
ス
テ
ム
科
の
生

徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
年
は
学
校
側
よ
り「
新

型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
先
行
き

が
不
明
の
た
め
中
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」と
の
書

面
が
届
き
、残
念
で
す
が
中

止
を
決
定
し
ま
し
た
。そ
の

ほ
か
の
支
部
事
業
も
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
の
生
活
様

式
、経
済
活
動
の
変
化
、行
政

の
指
示
等
に
沿
っ
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。早
期
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
が
開
発
、普
及
さ
れ
、従
来

の
生
活
に
近
い
日
常
が
戻
る

こ
と
を
願
い
ま
す（
㈱
佐
藤

電
気
商
会
・
佐
藤
卓
立
）。

　

新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
感
染
症
対
策
と
し
て
非
常

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、国

民
皆
が「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
」を
実
践
し
た
。小
生
は
宣

言
前
の
３
月
中
旬
か
ら
自
宅

待
機
を
始
め
長
期
戦
の
生
活

が
続
い
て
い
る
。最
も
気
を

付
け
て
い
る
の
が
食
事
と
運

動
、
ア
ル
コ
ー
ル
、睡
眠
だ
。

体
調
管
理
こ
そ
基
本
で
、経

験
の
な
い
新
し
い
生
活
様
式

（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
工
夫
で
暮
ら
し
の

変
容
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
実
践
し
て
い
る
。

　

食
事
は
野
菜
と
た
ん
ぱ
く

質
が
中
心
で
炭
水
化
物
は
ほ

ぼ
食
べ
な
い
。水
分
を
取
っ

て
血
液
さ
ら
さ
ら
を
心
掛
け

て
、特
に
午
後
３
時
頃
と
朝

一
番
の
補
給
が
大
事
だ
。食

事
後
は
歯
磨
き
歯
ブ
ラ
シ
と

歯
間
ブ
ラ
シ
、舌
ブ
ラ
シ
を

使
っ
て
口
腔
衛
生
に
心
掛
け

て
い
る
。運
動
は
家
に
通
販

で
健
康
機
器
を
揃
え
毎
日
２

時
間
を
常
と
し
て
い
る
。お

酒
は
適
量（
１
０
０
㏄
）
を

ゆ
っ
く
り
嗜
む
の
が
い
い
。

睡
眠
は
６
～
７
時
間
以
上
、

寝
つ
か
れ
な
く
て
も
ア
イ
マ

ス
ク
を
付
け
て
横
に
な
る
。

　

新
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
が

見
通
せ
な
い
今
、私
た
ち
は

健
康
を
維
持
し
続
け
る
こ
と

が
一
番
大
事
で
、「
免
疫
力
向

上
新
生
活
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。三
浦
家
の
家
訓「
体

が
健
康
で
あ
れ
ば
家
が
栄

え
、国
が
栄
え
る
」。（
三
浦
電

気
工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

２
日
目
は
御
前
水
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
。距
離
が
あ
り
、池
が

多
い
難
コ
ー
ス
。昨
日
の
優

勝
で
気
を
良
く
し
た
高
木
さ

ん
。「
３
桁
で
の
優
勝
は
頂
け

な
か
っ
た
か
ら
、今
日
は
90

台
前
半
で
優
勝
だ
な
」。だ
か

ら
…
（
困
）。ハ
ン
デ
に
恵
ま

れ
た
だ
け
で
す
か
ら
。と
は

言
え
、連
勝
な
ど
さ
れ
た
ら

末
代（
来
年
）ま
で
言
わ
れ
て

し
ま
う
。「
ど
～
お
れ
、
遼
く

ん（
石
川
プ
ロ
）の
よ
う
な
ド

ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
お
み
ま

い
す
っ
か
ら
な
っ
」。早
速
出

た
ぞ『
口
だ
け
シ
ョ
ッ
ト
』。

笑
う
準
備『
バ
チ
ー
ン
』え
っ

⁉「
ほ
～
っ
！
見
た
ぁ
～
？

朝
か
ら
調
子
い
い
ど
」。口
も

滑
ら
か
絶
好
調
。

　

し
か
～
し
、
そ
こ
は
高
木

さ
ん
。す
ぐ
に
馬
脚
を
現
す
。

右
へ
左
へ
と
駆
け
ず
り
回

り
、最
終
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
に

着
い
た
時
は
と
う
に
３
桁
超

え
。そ
れ
で
も
こ
こ
で
今
日

一
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
。「
終

わ
り
良
け
れ
ば
全
て
よ
し
」。

ま
だ
言
う
ん
か
い
。そ
れ
よ

り
も
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
真
ん
中

に
は
大
き
な
池
が
口
を
開
け

て
待
っ
て
い
ま
す
よ
。予
想

通
り
に
水
し
ぶ
き
が
舞
い
上

が
る
。１
回
、
２
回
、
３
回
。

ボ
ー
ル
は
勢
い
そ
の
ま
ま
向

こ
う
岸
へ
。「
う
ま
い
べ
っ
」

と
振
り
返
る
男
。い
や
い
や

貴

方
、
打

っ

た

瞬

間

「
あ
っ
！
」
っ
て
言
い
ま
し

た
か
ら
。持
っ
て
い
る
男「
高

木
数
泰
」ホ
ー
ル
ア
ウ
ト（
旭

電
気
工
事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

先
日
、
買
い
物
に
ス
ー

パ
ー
へ
行
く
と
蛍
の
光
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。時
計
を
見

る
と
午
後
８
時
。緊
急
事
態

宣
言
に
よ
っ
て
営
業
時
間
が

短
縮
さ
れ
て
い
た
の
で
し

た
。

　

閑
散
と
し
た
街
を
眺
め
て

い
る
と
、
昭
和
の
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感

覚
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
、

お
正
月
は
ど
の
店
も
閉
ま
っ

て
い
て
、家
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

５
月
15
日
に
は
会
津
美
里

町
の
伊
佐
須
美
神
社
で
、疫

病
を
も
た
ら
す
た
た
り
神
を

鎮
め
る
神
事「
疫
神
斎
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。な
ん
と
明
治

５
年
以
来
、
１
４
８
年
ぶ
り

の
復
活
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

そ
れ
と
会
津
に
は
有
名
な

「
赤
べ
こ
」が
あ
り
ま
す
。赤

べ
こ
に
は
そ
の
昔
、会
津
地

方
に
天
然
痘
が
流
行
し
た

時
、赤
べ
こ
を
持
っ
て
い
た

子
供
は
病
気
に
か
か
ら
な

か
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
に
あ
や
か
っ
て

早
く
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す（
㈱

富
士
工
業
商
会
・
中
島
則

弘
）。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り「
新
生
活
様
式
」と
い

う
言
葉
が
登
場
し
ま
し
た
。

ま
ず
、変
わ
っ
た
の
が
セ
ミ

ナ
ー
や
会
議
体
、
そ
し
て
採

用
活
動
。中
止
や
延
期
に
す

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ

た
ら
開
催
で
き
る
の
か
、各

主
催
者
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
体
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応
に
変

わ
り
、以
外
と
出
席
し
や
す

い
環
境
に
な
っ
た
の
か
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。良
い
と
こ

ろ
が
見
え
、
ま
た
、
今
ま
で

の
無
駄
が
あ
ら
わ
に
な
る
こ

と
で
、
こ
の
時
期
を
機
会
に

会
社
の
体
制
を
見
直
す
機
会

に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

移
動
時
間
や
交
通
費
の
削

減
で
可
能
性
が
広
が
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
呑

み
」も
体
験
し
ま
し
た
。普
段

の
環
境
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が

ら
、会
話
で
き
る
こ
と
も
と

て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、一
番
は
、私
の
よ
う

な
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
え
な

が
ら
働
く
層
の
可
能
性
が
広

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
も
娘
と
一
緒
に

参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

一
緒
に
い
る
時
間
が
増
え
ま

し
た
し
、娘
も
親
の
仕
事
に

興
味
を
持
つ
機
会
が
増
え
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
面
に
目
が
行
き

が
ち
で
す
が
、今
後
は
プ
ラ

ス
面
を
生
か
せ
る
よ
う
な
進

展
が
あ
る
と
良
い
な
と
思
い

ま
す（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・
石

川
格
子
）。
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ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、皆
さ
ん

は
ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。外
出
を
自
粛
し

て
い
る
た
め
、家
族
と
い
る

時
間
、自
分
の
時
間
も
増
え

た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。反

面
、新
し
い
生
活
様
式
と
い

う
こ
と
で
、感
染
を
防
止
す

る
た
め
の
生
活
様
式
を
日
常

に
取
り
入
れ
、感
染
を
防
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
件
で
、今
ま
で
普
通

に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
ど

れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
か
、身

に
染
み
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。感
染
症
対
策
が
う
ま

く
い
か
な
け
れ
ば
元
に
は
戻

れ
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、仕
事
も
含
め

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
可
欠
で
す
。今
回
の

よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
と
も
共
存

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
す
る
と

個
々
の
対
応
力
が
重
要
と
な

り
ま
す
、自
分
の
力
を
高
め

て
問
題
に
対
応
す
る
意
識
が

必
要
で
す
。

　

自
分
の
目
で
見
て
、情
報

を
集
め
、判
断
し
て
、工
夫
し

て
自
分
か
ら
行
動
す
る「
自

分
力
」が
必
要
で
す
。人
任
せ

で
は
最
後
に
は
行
き
詰
ま
り

ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
、自
分

力
を
高
め
る
努
力
を
し
て
み

て
下
さ
い
。こ
れ
か
ら
の
自

分
の
た
め
に（
東
新
電
気
工

業
㈱
・
遠
藤
嘉
行
）。
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い
わ
き
支
部

い
わ
き
支
部

従
来
の
日
常
に

戻
る
こ
と
願
う

み
る
み
る
成
長 

す
る
娘
の
１
カ
月

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

長
期
戦
が
予
想
さ
れ

る
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い

自
分
力
を
高
め
る

Ｒ
元
支
部
旅
行
２
日
目
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